
Title 資料紹介 : 財団法人斯道文庫蔵書の寄託寄贈に関する資料 : 阿部隆一書簡を中心に
Sub Title materials relating to deposition and donation of an incorporated foundation Shido Bunko Institute's

collections : focused on Ryuichi Abe's letters
Author 川上, 新一郎(Kawakami, Shinichiro)

Publisher 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫
Publication year 2015

Jtitle 斯道文庫論集 (Bulletin of the Shidô Bunko Institute). No.50 (2015. ) ,p.15- 34 
JaLC DOI
Abstract
Notes 山本英史前文庫長・川上新一郎教授退職記念
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00106199-20150000-

0015

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


─ 15 ─

ま
え
が
き

　

本
稿
は
財
団
法
人
斯
道
文
庫
蔵
書
の
寄
託
、
寄
贈
に
関
す
る
資
料
を
紹

介
す
る
も
の
で
あ
る
。
財
団
法
人
斯
道
文
庫
は
昭
和
二
十
年
六
月
福
岡
空

襲
に
被
災
し
て
研
究
所
と
し
て
の
活
動
を
停
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た

が
、
幸
い
に
も
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
は
無
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
蔵
書
は
昭
和

二
十
六
年
九
州
大
学
に
寄
託
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
三
年
慶
應
義
塾
大

学
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義

塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
斯
道
文
庫
三
十
年
略
史
』（
平
２
刊
）

に
見
え
る
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
三
十
年
略
史
』
編
纂
の
際
、
麻
生

セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
（
当
時
）
よ
り
頂
い
て
き
た
段
ボ
ー
ル
一
箱
分
の
資

料
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
麻
生
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
に
保
管
さ
れ
て
い

た
財
団
法
人
斯
道
文
庫
関
係
の
種
々
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
た
。『
三
十

年
略
史
』
で
は
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
資
料
を
翻
字
し
て
収
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
九
州
大
学
及
び
慶
應
義
塾
へ
の
寄
託
、
寄
贈
に
関
す
る
契
約
書

の
写
し
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
ら
の
契
約
書
の
正

本
は
当
時
義
塾
側
に
は
見
当
ら
ず
、
段
ボ
ー
ル
中
の
写
し
に
よ
っ
て
翻
字

し
収
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
終
戦
直
後
に
財
団
法
人
斯
道
文
庫
が
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
「
言
論
報
道
団
体
追
放
に
関
す
る
反
証
陳
述
書
」（
英
文
、

邦
文
）
の
写
し
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
『
三
十
年
略
史
』
に
翻
字
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
段
ボ
ー
ル
中
に
は
、
当
時
寄
託
、
寄
贈
の
任
に
当
り
、

資
料
紹
介　

財
団
法
人
斯
道
文
庫
蔵
書
の
寄
託
寄
贈
に
関
す
る
資
料

─
阿
部
隆
一
書
簡
を
中
心
に
─

川
上　

新
一
郎
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後
に
斯
道
文
庫
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
阿
部
隆
一
博
士
（
一
九
一
七
─
八
三
、

文
庫
長
在
任
は
一
九
七
八
─
八
二
）
が
麻
生
鉱
業
株
式
会
社
（
当
時
）
の

担
当
者
に
送
っ
た
書
簡
と
そ
れ
に
対
す
る
担
当
者
の
返
信
（
写
し
）
や
メ

モ
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
川
上
が
翻
字
原
稿
を
用
意
し

た
の
で
あ
る
が
、
結
局
収
載
を
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

今
そ
れ
を
掲
げ
る
の
は
、
今
回
改
め
て
見
直
す
と
、
斯
道
文
庫
の
歴
史

を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
資
料
で
あ
り
、
ま
た
、
一
部
資
料
に
つ
い
て
は

現
在
原
本
が
見
当
ら
な
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
公
刊
し
て
お
く
方
が
よ
い

と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
解
説
を
必
要
と
す
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
今
特
に
行
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
当
時
の
阿
部
博
士
の
所

属
経
歴
は
記
し
て
お
く
方
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
、「
斯
道
文
庫
論
集
」

第
十
九
輯
（
昭
58
・
３
）
所
収
の
「
阿
部
隆
一
名
誉
教
授
年
譜
」
か
ら
、

終
戦
前
後
の
部
分
を
左
に
摘
記
し
て
お
く
。

昭
和
一
六
年
一
二
月	

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
哲
学
科
（
倫
理
学
専
攻
）

卒
業

昭
和
一
七
年
四
月	

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
助
手

昭
和
二
〇
年
四
月	

財
団
法
人
斯
道
文
庫
研
究
嘱
託
を
兼
務

昭
和
二
一
年
三
月	

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
助
手
を
退
職

昭
和
二
一
年
四
月	

財
団
法
人
斯
道
文
庫
研
究
員

昭
和
二
一
年
五
月	

同
文
庫
閉
鎖
、
麻
生
鉱
業
株
式
会
社
管
理
と

な
っ
た
た
め
に
、
同
社
常
勤
嘱
託
と
な
り
、
文

庫
時
代
と
同
一
職
務
を
担
当

昭
和
二
六
年
六
月	

麻
生
鉱
業
株
式
会
社
を
退
職

昭
和
二
六
年
六
月	

慶
應
義
塾
図
書
館
嘱
託

昭
和
二
八
年
一
〇
月	

慶
應
義
塾
図
書
館
司
書

　
〔
こ
の
間
、
斯
道
文
庫
蔵
書
の
慶
應
義
塾
へ
の
寄
贈
に
と
も
な
い
慶
應

　

義
塾
図
書
館
斯
道
文
庫
課
長
に
就
任
、
川
上
注
〕

昭
和
三
五
年
一
二
月	

慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
主
事

昭
和
三
六
年
四
月	

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
助
教
授

兼
主
事

　

も
う
一
点
だ
け
説
明
す
る
と
、
阿
部
博
士
が
笹
月
清
美
氏（
注
）を

九
州
に
お

け
る
連
絡
先
と
し
て
い
る
の
は
、
笹
月
・
阿
部
両
氏
が
い
ず
れ
も
河
村
幹

雄
博
士
の
令
嬢
を
令
室
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
余
計
な
こ
と

で
あ
る
が
、
阿
部
博
士
が
「
間
違
へ
た
」「
願
へ
れ
ば
」
と
書
く
べ
き
と

こ
ろ
を
「
間
違
ひ
た
」「
願
ひ
れ
ば
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
博
士
が
福

島
出
身
で
「
い
」
と
「
え
」
の
発
音
を
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
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が
書
く
際
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
翻
字
し
て
い
て
懐

か
し
く
思
わ
れ
た
の
で
一
言
す
る
。（
川
上
新
一
郎
記
）

（
注
）
一
九
〇
七
─
五
四
、
神
宮
皇
學
館
大
学
教
授
、
福
岡
女
子
大
学
教

授
を
歴
任
。
著
書
に
『
本
居
宣
長
の
研
究
』（
昭
19
刊
、
岩
波
書
店
）
が

あ
る
。
阿
部
博
士
の
義
兄
。
後
掲
の
第
二
部
、
慶
應
義
塾
寄
贈
時
に
は
故
人
。

〔
凡
例
〕

一
、
以
下
は
、
斯
道
文
庫
蔵
書
の
寄
託
、
寄
贈
に
関
わ
る
阿
部
隆
一
博
士

の
書
簡
を
翻
字
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
部
、
麻
生
鉱
業
株
式
会
社
（
当

時
）
の
担
当
者
の
書
簡
、
メ
モ
類
も
加
え
た
。

一
、
仮
名
遣
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
な
お
、
阿
部
書
簡
は
旧
仮
名
遣
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
促
音
の
「
つ
」
が
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
は
従
わ
な
か
っ
た
。
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
一
部
旧
字

体
、
異
体
字
を
残
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
難
読
字
は
□
と
し
た
。

一
、〔　

〕
内
は
編
者
の
注
で
あ
る
。

一
、
書
き
誤
り
が
疑
わ
れ
る
箇
所
は
傍
書
で
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。

第
一
部　

九
州
大
学
寄
託
の
部

一　

阿
部
隆
一
書
簡　

浜
野
秀
雄
宛　

麻
生
鉱
業
株
式
会
社
用
箋　

封
筒

欠　

ペ
ン
書　
〔
昭
和
二
十
六
年
〕
三
月
九
日

御
無
沙
汰
申
し
上
げ
て
を
り
ま
す
。
文
庫
整
理
の
そ
の
後
の
経
過
を
概
畧

申
し
上
げ
ま
す
。
三
月
五
日
に
目
録
と
現
物
と
の
引
き
合
せ
を
終
了
、
目

下
紛
失
図
書
の
調
査
並
に
目
録
の
字
句
、
冊
数
等
の
異
動
を
訂
正
致
し
て

を
り
、
此
は
今
週
中
に
終
る
豫
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
来
週
か
ら
は
飯
塚
に

あ
つ
た
図
書
の
図
書
記
号
の
捺
印
等
の
最
後
に
残
つ
た
仕
事
に
着
手
す
る

豫
定
で
、
な
ん
と
か
今
月
中
に
は
終
了
し
た
い
も
の
と
急
い
で
を
り
ま
す
。

ま
だ
当
庫
に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
貴
重
本
は
、
九
大
の
方
で
目
下
注
文
中

の
金
庫
が
ま
だ
到
着
し
ま
せ
ん
の
で
運
般
（
マ
マ
）で

き
ず
に
を
り
ま
す
が
、
大
体

今
月
中
旬
後
に
は
金
庫
が
で
き
あ
が
る
筈
で
、
廿
日
頃
迄
に
は
九
大
に
運

べ
る
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。
貴
重
書
を
送
り
と
ゞ
け
次
第
、
契
約
の
効
力
を

発
生
す
る
文
書
を
交
換
で
き
る
豫
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
ほ
目
録
に
あ
つ

て
現
物
の
な
い
図
書
と
申
す
の
は
十
三
冊
で
、
此
は
非
常
に
小
さ
い
薄
い

本
な
も
の
で
す
か
ら
紛
失
と
申
す
よ
り
は
、
棚
の
か
げ
と
か
本
の
間
に
ま

ぎ
れ
こ
ん
で
を
る
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
、
も
う
少
し
念
を
入
れ
て
探
せ
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ば
で
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
ま
す
。

九
大
と
し
て
は
貴
重
本
が
と
ゞ
い
て
か
ら
、
今
月
下
旬
に
貴
重
本
の
一
部

を
展
観
、
学
内
及
び
寄
託
者
、
新
聞
社
の
関
係
者
を
招
待
、
披
露
を
す
る

と
い
ふ
豫
定
の
由
で
、
い
づ
れ
期
日
は
確
定
次
第
御
通
知
申
し
上
げ
ま
す

か
ら
、
御
出
席
の
程
御
願
申
し
上
げ
ま
す
。
も
し
社
長
殿
が
今
月
末
飯
塚

へ
お
帰
り
で
あ
れ
ば
、
そ
の
頃
御
出
席
頂
く
可
能
性
の
多
い
日
取
り
を
き

め
て
、
御
出
席
賜
は
れ
ば
な
ほ
幸
と
言
つ
て
を
り
ま
す
。

文＊

庫
の
書
類
を
幸
便
に
託
し
て
御
送
り
申
し
上
げ
ま
す
。
此
は
多
分
麻
生

塾
の
方
に
、
保
管
を
願
ふ
様
に
な
る
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
吉
鹿
氏
と
御
相

談
の
上
よ
ろ
し
く
御
取
り
計
ひ
願
ひ
上
げ
ま
す
。
事
務
上
の
色
々
の
連
絡

事
項
が
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
い
づ
れ
近
日
中
に
御
邪
魔
申
し
上
げ
、
委
細

御
相
談
申
し
上
げ
ま
す
。

　

乍
簡
単
御
報
告
迄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　
　
　

三
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

　
　

浜
野
秀
雄
様

　
　
　
　
　
　

侍
史

＊
朱
鉤
点
を
付
し
、
上
欄
に
鉛
筆
書
別
筆
（
浜
野
氏
筆
カ
）
で
「
庶
務
事

蹟
五
綴
、
理
事
会
決
議
録
一
、
文
庫
会
議
録
一
、
十
三
年
度
事
蹟
一
、
寄

附
行
為
外
一
、
保
存
書
類
一
」
と
書
入

二　

阿
部
隆
一
書
簡　

浜
野
秀
雄
宛　

麻
生
鉱
業
株
式
会
社
用
箋　

封
筒

欠　

ペ
ン
書　
〔
昭
和
二
十
六
年
〕
四
月
二
十
二
日

拝
啓　

御
多
忙
中
御
元
気
の
御
事
と
慶
賀
し
奉
り
ま
す
。
当
方
の
そ
の
後

の
経
過
の
報
告
並
に
用
件
の
み
左
に
簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
浜
野
文
庫
の
蔵
書
印
捺
印
の
仕
事
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
学
生
諸
君
が
非

常
に
よ
く
働
い
て
く
れ
た
為
め
、
大
に
進
捗
、
明
廿
三
日
か
或
は
廿
四
日

の
午
前
中
に
は
完
了
す
る
所
迄
に
な
り
ま
し
た
。
此
は
蔵
書
印
の
み
な
ら

ず
、
浜
野
文
庫
に
つ
い
て
は
、
ラ
ベ
ル
の
番
号
打
ち
も
当
方
で
全
部
致
し

ま
し
た
。
た
ゞ
一
階
に
架
蔵
中
の
文
庫
本
の
ラ
ベ
ル
の
番
号
打
ち
は
九
大

側
で
は
今
に
至
る
迄
ま
だ
全
然
着
手
し
て
を
ら
ず
、
一
五
日
迄
は
会
計
検

査
で
手
が
あ
か
な
か
つ
た
せ
い
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
回
か
督
催
、
と
に

角
明
日
よ
り
必
ず
全
力
を
あ
げ
て
着
手
す
る
と
九
大
で
は
申
し
て
を
り
、

明
日
か
ら
は
主
と
し
て
小
生
も
そ
の
方
の
督
励
に
廻
つ
て
何
と
か
今
月
中

に
は
此
も
完
了
で
き
る
様
に
取
り
計
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
九
大
の
事
務

が
口
頭
の
如
く
全
力
を
あ
げ
て
や
れ
ば
来
週
中
に
は
完
成
で
き
る
筈
で
、

豫
定
の
如
く
参
り
ま
せ
う
。

二
、
先
般
福
岡
出
張
所
に
依
頼
電
話
で
申
し
上
げ
ま
し
た
如
く
、
貴
重
本
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の
運
般
（
マ
マ
）は

無
事
す
ま
せ
、
翌
日
引
き
合
せ
も
す
み
、
小
生
の
方
か
ら
は
直

に
書
類
、
目
録
を
全
て
九
大
側
に
廻
し
ま
し
た
が
、
事
務
の
方
で
引
つ
か
ゝ

り
、
手
間
ど
り
ま
し
た
が
、
九
大
の
方
も
目
録
へ
の
捺
印
も
全
部
終
り
、

何
時
で
も
書
類
を
交
換
で
き
る
様
に
準
備
で
き
ま
し
た
。
引
き
渡
し
完
了

し
た
と
い
ふ
書
類
は
、
別
紙
同
封
の
如
き
も
の
で
よ
い
か
と
向
う
で
申
し

て
を
り
ま
す
が
、
い
か
ゞ
で
せ
う
か
。
も
し
訂
正
す
べ
き
箇
所
、
御
希
望

が
ご
ざ
い
ま
す
な
ら
早
速
御
通
知
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
も
し
な
け
れ
ば

此
で
よ
い
と
致
し
ま
す
。
此
の
外
に
器
具
類
（
書
架
、
カ
ー
ド
ボ
ツ
ク
ス
）

の
借
用
証
が
加
は
り
ま
す
。
た
ゞ
目
下
菊
池
総
長
、
干
潟
文
学
部
長
は
上

京
中
で
、
今
月
末
で
な
け
れ
ば
帰
校
せ
ぬ
為
に
、
書
類
の
実
際
の
完
成
は
、

五
月
初
旬
に
な
る
由
。
但
し
日
附
は
先
般
の
お
話
の
如
く
三
月
三
十
一
日
。

三
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
の
□
（
賃
？
）金

三
千
円
恐
縮
で
す
が
幸
便
に
托
し
御
送
り

頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

四
、
次
に
小
生
の
一
身
上
の
件
で
恐
縮
で
す
が
、
小
生
の
上
京
に
つ
い
て

は
慶
應
の
方
で
は
こ
ち
ら
の
仕
事
が
完
全
に
終
了
し
て
か
ら
出
京
で
よ
い

と
い
ふ
こ
と
で
、
五
月
中
途
は
半
端
に
な
る
か
ら
六
月
一
日
よ
り
出
勤
と

い
ふ
こ
と
で
出
で
（
マ
マ
）来
る
方
が
都
合
よ
い
と
い
ふ
こ
と
で
す
か
ら
、
五
月
末

迄
に
上
京
で
き
る
様
に
し
度
い
と
豫
定
し
て
を
り
ま
す
。
な
ほ
住
居
の
方

も
幸
に
間
借
り
が
で
き
る
様
な
具
合
に
数
日
前
通
知
が
あ
り
（
ほ
ゞ
確
定
、

向
う
は
五
月
い
つ
ぱ
い
で
あ
く
ら
し
く
、
詳
細
に
つ
い
て
は
目
下
問
い
合

せ
中
）、
か
う
な
れ
ば
単
身
で
上
京
す
る
豫
定
を
と
り
や
め
、
五
月
中
に

一
家
全
部
移
転
と
い
ふ
こ
と
に
し
度
い
と
思
つ
て
を
り
ま
す
。
以
上
の
次

第
で
六
月
迄
に
上
京
す
れ
ば
よ
い
と
な
る
と
一
ヶ
月
の
餘
裕
が
生
じ
ま
す

か
ら
、
当
方
の
倉
庫
に
保
管
中
の
河
村
文
庫
大
東
亜
文
庫
の
目
録
、
河
村

全
集
刊
行
会
の
資
料
一
切
の
目
録
等
を
整
備
し
て
参
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

如
上
の
事
情
で
す
か
ら
、
甚
だ
勝
手
で
す
が
、
小
生
の
会
社
の
在
籍
を
五

月
い
つ
ぱ
い
と
し
て
頂
け
ば
幸
甚
此
の
上
な
し
で
、
御
配
慮
賜
は
り
た
く

御
願
申
し
上
げ
ま
す
。
此
等
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
御
拝
眉
の
上
で
委

細
御
相
談
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

五
、
此
も
御
多
忙
中
御
手
数
を
煩
は
し
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
四
月
末

迄
に
市
民
税
の
申
告
の
要
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
小
生
の
廿
五
年
度
の
給
与

総
額
、
並
に
所
得
税
の
源
泉
徴
収
総
額
の
全
額
を
会
計
で
お
調
べ
の
上
御

通
知
賜
は
れ
ば
幸
で
す
。

以
上
の
こ
と
ど
も
小
生
の
参
上
の
上
御
相
談
申
し
上
ぐ
べ
き
処
、
何
分
小

生
が
離
れ
る
と
九
大
は
仕
事
を
せ
ぬ
の
で
、
特
に
明
日
か
ら
は
シ
ヤ
ニ
ム

ニ
彼
等
を
督
励
せ
ね
は
（
マ
マ
）四
月
中
に
所
期
の
如
く
完
了
で
き
ぬ
様
に
な
る
懼

れ
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
已
む
を
得
ず
書
面
を
以
て
概
畧
申
し
上
げ
ま
す
。

御
諒
承
の
程
御
願
申
し
上
げ
ま
す
。
乍
末
筆
御
自
愛
の
程
祈
念
し
奉
り
ま
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す
。
取
り
急
ぎ
要
件
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　
　

四
月
廿
二
日
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

　

浜
野
秀
雄
様

　
　
　
　
　

侍
史

三　

阿
部
隆
一
往
復
葉
書
往
信　

浜
野
秀
雄
宛　

ペ
ン
書　

昭
和
二
十
六

年
五
月
四
日　

消
印
「
26
、
５
、
６
後
０
─
６
」

（
表
）
飯
塚
市
立
岩

　
　
　

麻
生
鉱
業
株
式
会
社
企
画
室

　
　
　
　
　

事
務
課

　
　
　
　

浜
野
秀
雄
様

　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
市
地
行
西
町
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

　
　
　
　

五
月
四
日

（
裏
）

前
畧　

先
般
森
口
氏
よ
り
報
告
の
あ
つ
た
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
が
、
蔵
書
印

ラ
ベ
ル
の
番
号
、
捺
印
等
の
仕
事
は
一
切
四
月
廿
八
日
を
以
て
完
了
仕
り

ま
し
た
。
契
約
書
の
覚
書
の
件
は
、
全
部
書
類
一
式
（
会
社
側
の
案
で
可
）

が
と
う
に
本
部
方
へ
提
出
し
て
あ
る
の
で
す
が
、
総
長
の
帰
福
が
延
び
、

多
分
七
、
八
日
に
帰
る
豫
定
と
い
ふ
こ
と
で
、
帰
り
次
第
書
類
に
総
長
印

を
押
す
豫
定
で
、
以
上
の
次
第
で
書
類
が
遅
れ
て
ゐ
ま
す
。
で
き
次
第
早

速
持
参
仕
り
ま
す
。
以
上
の
点
御
諒
承
の
程
御
願
申
し
上
げ
ま
す
。
委
細

の
御
報
告
は
参
上
の
際
申
し
上
げ
ま
す
。
取
り
急
ぎ
御
し
ら
せ
迄　

匆
々

補　

浜
野
秀
雄
メ
モ　

麻
生
鉱
業
株
式
会
社
用
箋
二
枚　

署
名
無
き
も
「
浜

野
」
朱
捺
印
あ
り

　

昭
和
廿
六
年
六
月
七
日

　
　
　
　
　
　

記

一
、
六
月
七
日　

阿
部
隆
一
氏
来
社

大
東
亜
文
庫
、
河
村
文
庫
関
係
残
務
完
了
報
告
あ
り
、
但
大
東
亜
文
庫

リ
ス
ト
は
同
氏
上
京
後
送
附
越
の
豫
定
、

　

同
氏
六
月
八
日
単
身
上
京
、
家
族
は
夫
人
産
後
十
月
転
居
豫
定

　
　

転
居
先

　
　
　

東
京
都
豊
島
区
雑
司
谷
一
丁
目
一
番
地　

植
松
方
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一
、
大
東
亜
文
庫
図
書
は
社
長
殿
醵
金
を
以
て
野
見
山
氏
に
よ
り
支
那
関

係
書
を
蒐
集
（
後
九
大
派
の
反
対
に
よ
り
中
止
）
せ
る
も
の
に
し
て
旧

斯
道
文
庫
土
蔵
内
に
保
管
し
あ
る
も
野
見
山
氏
の
管
理
に
属
す

一
、
河
村
文
庫
（
含
河
村
全
集
資
料
）
も
同
じ
く
土
蔵
内
に
保
管
し
あ
る

も
右
は
河
村
家
の
管
理
下
に
あ
り

一
、
文
庫
跡
住
宅
に
は
笹
月
氏
居
住
に
つ
き
同
所
土
蔵
内
保
管
の
斯
道
文

庫
書
架
十
二
ケ
、
同
書
物
箱
二
ケ
は
今
後
同
氏
に
管
理
方
委
嘱
す
、
而

し
て
右
管
理
上
の
世
話
は
当
事
務
課
に
於
て
見
る
こ
と
ゝ
す

一
、
今
後
文
庫
跡
建
物
（
現
在
笹
月
氏
に
無
料
貸
与
）
修
理
上
の
関
係
に

つ
き
て
は
便
宜
本
社
庶
務
課
に
連
絡
の
こ
と　

本
六
月
七
日
吉
鹿
総
務

部
長
及
庶
務
課
福
守
氏
と
談
合
済

一
、
阿
部
氏
残
六
月
分
給
料
、退
職
金
、旅
費
市
電
回
数
二
冊
分
は
来
る
六

月
二
十
五
日
支
払
受
の
こ
と
ゝ
す

　

以
上　
　

四　

阿
部
隆
一
葉
書　

浜
野
秀
雄
・
森
口
亀
一
郎
宛　

ペ
ン
書　
〔
昭
和

二
十
六
年
〕
七
月
三
日　

消
印
「
７
、
５
後
０
─
５　

芝
」

（
表
）
福
岡
県
飯
塚
市
立
岩

　
　
　
　

麻
生
鉱
業
株
式
会
社
事
務
課

　
　
　

浜
野
秀
雄　

様

　
　
　

森
口
亀
一
郎
様

　
　
　
　
　

横
浜
市
港
北
区
太
尾
四
〇
六

　
　
　
　
　
（
大
倉
山
文
化
科
学
研
究
所
住
宅
）

　
　
　
　

七
月
三
日　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

（
裏
）

拝
啓　

梅
雨
の
候
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
益
々
御
清
適
の
御
事
と
慶
賀
し
奉

り
ま
す
。
先
般
は
御
多
忙
中
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
森
口
様
に
は
わ
ざ
〳
〵

拙
宅
迄
退
職
金
等
お
と
ゞ
け
頂
き
ま
し
た
由
で
、
恐
縮
致
し
て
を
り
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
赴
任
早
々
の
為
め
、
何
の
か
ん
の
と
あ
わ
た
ゞ

し
く
、
さ
つ
ぱ
り
落
ち
つ
き
ま
せ
ん
で
、
何
も
で
き
兼
ね
て
を
り
ま
し
た

が
、
漸
く
色
々
な
こ
と
が
き
ま
り
ま
し
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
書
物
の
リ
ス

ト
大
急
ぎ
で
清
書
し
て
し
ま
い
た
い
と
と
り
か
ゝ
る
所
で
す
。
甚
だ
遅
れ

申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
夏
は
夏
休
み
で
も
来
た
ば
か
り
の
小
生
は

仕
事
を
お
し
つ
け
ら
れ
、
留
守
役
を
お
ほ
せ
つ
か
り
、
却
て
多
忙
と
な
り

ま
す
。
暑
さ
の
折
柄
く
れ
〴
〵
も
御
自
愛
の
程
祈
念
し
奉
り
ま
す
。
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取
急
ぎ
御
礼
迄
。　　
　
　
　

敬
具

五　

阿
部
隆
一
書
簡　

吉
鹿
隆
助
宛　

罫
の
み
の
原
稿
用
箋
二
枚
半　

ペ

ン
書　

昭
和
二
十
六
年
八
月
七
日　

消
印
不
明　
「
受
付
、
昭
26
、
８
、

12
麻
生
鉱
業
株
式
会
社
」
の
ス
タ
ン
プ
捺
印

（
封
筒
表
）
福
岡
県
飯
塚
市
立
岩

　
　
　
　
　
　

麻
生
鉱
業
株
式
会
社
総
務
部

　
　
　
　
　

吉
鹿
隆
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
史

（
封
筒
裏
）
横
浜
市
港
北
区
太
尾

　
　
　
　
　
　

大
倉
山
文
化
科
学
研
究
所
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

　
　
　
　
　

八
月
六
日

拝
啓　

そ
の
後
は
御
無
沙
汰
申
し
上
げ
失
礼
仕
つ
て
を
り
ま
す
。
ひ
ど
い

暑
さ
が
続
き
、
一
雨
欲
し
い
所
で
す
が
晴
天
続
き
、
都
大
路
は
塵
つ
ぽ
く
、

ま
る
で
砂
漠
の
様
で
す
。
当
方
夏
休
み
に
入
り
、
ゆ
つ
く
り
休
暇
か
と
思

ひ
ま
し
た
ら
、
全
く
豫
想
に
反
し
、
今
夏
は
慶
應
の
方
は
種
々
の
催
し
、

講
習
会
が
重
な
り
、
特
に
小
生
の
関
係
の
方
で
は
二
ヶ
月
に
亘
る
全
国
図

書
館
長
の
講
習
会
と
か
そ
の
他
が
あ
り
、
加
之
小
生
の
赴
任
が
遅
れ
た
為

め
、
用
務
山
積
、
毎
日
目
の
廻
る
様
な
多
忙
で
、
却
つ
て
夏
休
み
が
終
れ

ば
、
一
息
つ
い
て
ゆ
つ
く
り
と
で
き
さ
う
な
恰
好
で
、
今
年
は
夏
休
み
も

何
も
あ
つ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
は
大
学
は
休
み
は
閑
散
と
し
て

ゆ
つ
く
り
で
き
た
も
の
で
す
が
、
世
間
が
世
智
辛
く
な
つ
た
せ
い
か
、
本

校
の
み
な
ら
ず
、
東
京
の
大
学
は
昨
今
は
休
み
が
却
つ
て
多
忙
と
い
ふ
現

象
の
様
で
す
。
ま
だ
何
処
へ
も
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
併
し
幸
に
元
気
で
や
つ

て
を
り
ま
す
か
ら
乍
他
事
御
放
念
賜
は
り
た
く
存
じ
ま
す
。
ひ
ど
い
暑
さ

で
す
が
、
拙
宅
は
都
塵
を
離
れ
、
文
字
通
り
の
山
荘
の
も
の
で
す
か
ら
、

帰
宅
す
れ
ば
松
風
軒
よ
り
吹
き
わ
た
る
と
い
ふ
具
合
で
、
夜
は
殊
更
涼
し

く
、
夜
深
け
れ
ば
フ
ク
ロ
（
マ
マ
）が

し
き
り
に
な
く
と
い
ふ
所
で
す
。
さ
て
、
か

ね
て
印
刷
中
の
文
庫
貴
重
本
の
目
録
が
近
日
中
に
刷
り
上
る
と
い
ふ
通
知

を
九
大
よ
り
受
け
ま
し
た
。
先
般
社
長
様
へ
御
挨
拶
に
参
上
し
た
際
、
文

庫
の
旧
理
事
、
研
究
顧
問
、
関
係
者
の
方
々
へ
は
社
長
の
名
儀
で
九
大
に

寄
託
し
た
由
の
挨
拶
状
を
添
へ
て
、
一
部
贈
呈
し
た
方
が
よ
か
ら
う
と
い

ふ
こ
と
で
、
貴
殿
宛
連
絡
依
頼
し
て
く
れ
と
い
ふ
御
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
し

た
か
ら
、
御
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。
春
日
・
楠
本
先
生
の
如
く
、
九
大
よ

り
直
接
御
送
付
申
し
上
げ
る
方
又
福
岡
在
住
の
方
は
直
接
笹
月
よ
り
さ
し



─ 23 ─

上
げ
る
こ
と
に
し
、
そ
の
外
は
大
体
別
紙
の
通
り
で
す
か
ら
よ
ろ
し
く
御

取
り
計
ひ
賜
は
り
た
く
御
願
申
し
上
げ
ま
す
。
九
大
か
ら
は
印
刷
が
で
き

上
り
ま
し
た
ら
、
廿
部
、
会
社
の
貴
殿
宛
に
御
送
付
す
る
様
御
願
し
て
お

き
ま
し
た
。
此
は
大
体
企
画
室
の
管
轄
で
浜
野
氏
宛
に
御
相
談
す
べ
き
こ

と
か
と
も
存
じ
ま
す
が
、
社
長
様
が
貴
殿
宛
通
知
し
て
お
け
と
い
ふ
こ
と

で
す
か
ら
、
そ
の
辺
の
こ
と
し
か
る
べ
く
浜
野
課
長
殿
と
も
御
話
し
合
ひ

賜
は
り
た
く
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
ふ
く
み
お
き
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

贈
呈
の
分
は
九
部
で
す
が
、
残
り
は
適
宜
御
保
管
頂
き
た
く
、
な
ほ
麻
生

塾
の
緒
方
理
事
長
、
奥
園
塾
長
へ
も
一
部
づ
ゝ
贈
呈
の
程
御
願
致
し
ま
す
。

も
し
部
数
不
足
で
し
た
ら
、
笹
月
の
方
へ
相
当
部
数
お
い
て
あ
る
筈
で
す

か
ら
、
御
申
し
こ
み
下
さ
い
。
社
長
様
へ
は
九
大
か
ら
東
京
の
御
住
所
宛

に
数
部
お
送
り
す
る
こ
と
に
な
つ
て
を
り
ま
す
。
今
度
の
目
録
は
小
生
早
々

の
間
に
執
筆
し
且
つ
豫
算
の
関
係
も
あ
つ
て
簡
単
で
意
に
満
ち
ま
せ
ん
が
、

将
来
本
格
的
な
解
題
作
成
の
為
の
踏
み
石
に
は
な
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
先

般
去
る
七
月
卅
日
豫
定
よ
り
二
週
間
ほ
ど
早
く
次
男
出
生
し
ま
し
た
。
母

子
と
も
元
気
な
様
で
す
か
ら
乍
憚
御
放
念
賜
は
り
た
く
存
じ
ま
す
。
九
月

末
頃
は
家
族
の
者
が
当
地
に
移
る
様
に
な
る
か
と
存
じ
ま
す
。
色
々
貴
殿

に
は
公
私
と
も
に
御
世
話
様
に
な
り
、
是
非
家
族
引
き
上
げ
の
際
に
は
迎

へ
に
参
り
、
ゆ
つ
く
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
豫
定
し
て
を
り
ま
し
た
が
、

此
の
分
で
は
時
間
と
金
の
両
方
の
面
か
ら
、
迎
へ
に
福
岡
迄
参
る
こ
と
は

不
可
能
に
な
る
か
と
存
じ
ま
す
。
も
し
さ
う
で
あ
れ
ば
甚
だ
失
礼
を
重
ね

ま
す
が
、
御
了
承
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
な
ほ
小
生
の
家
族
の
引
き
上
げ

た
後
山
室
三
良
氏
が
お
借
り
し
た
い
と
い
ふ
希
望
の
件
、
し
か
る
べ
く
お

取
り
計
ひ
賜
は
れ
ば
幸
に
存
じ
ま
す
。
乍
末
筆
会
社
の
皆
様
方
、
御
奥
様

へ
も
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
の
程
御
願
申
し
上
げ
ま
す
。
酷
暑
御
多
用
の
折
柄

く
れ
〴
〵
も
御
自
愛
の
程
祈
念
し
奉
り
ま
す
。
取
り
急
ぎ
用
件
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　
　
　
　

八
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

　
　
　
　
　

吉
鹿
隆
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
史

〔
以
下
別
紙
、
そ
れ
ぞ
れ
住
所
も
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
省
略
す
る
〕

　

後
藤
文
夫

　

加
納
久
朗

　

生
源
寺
順

　

蔵
内
数
太

　

田
中
晃

◎
高
木
市
之
助

　

小
牧
健
夫
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竹
岡
勝
也

　

佐
藤
通
次

　

高
木
・
佐
藤
両
氏
の
住
所
は
追
而
調
査
の
上
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
多
分

笹
月
の
方
が
知
つ
て
を
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
か
ら
、
直
接
笹
月
の
方
よ
り

貴
殿
に
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

六　

阿
部
隆
一
書
簡　

福
井
昌
保
宛　

便
箋
二
枚　

封
筒
欠　

ペ
ン
書　

余
白
に
「〔
昭
和
二
十
六
年
〕
十
月
十
三
日
阿
部
元
（
マ
マ
）一
氏
よ
り
の
来
信
」

と
鉛
筆
書
（
福
井
氏
朱
捺
印
あ
り
）

拝
啓　

秋
冷
の
候
益
々
御
清
適
の
御
事
と
慶
賀
し
奉
り
ま
す
。
そ
の
後
は

と
ん
と
御
無
沙
汰
申
し
上
げ
失
礼
仕
つ
て
を
り
ま
す
。
先
般
浜
野
氏
よ
り

う
け
た
ま
は
れ
ば
、
今
般
事
務
課
長
に
御
栄
進
の
御
由
に
て
御
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
拙
宅
家
族
の
者
去
る
廿
四
日
福
岡
よ
り
当
地
に
移
転
致
し
ま

し
た
。
在
福
中
は
各
別
御
世
話
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
実
は
小

生
家
族
引
き
と
り
の
際
、
も
う
一
度
御
地
に
参
上
、
ゆ
つ
く
り
名
残
り
を

惜
し
み
且
つ
は
も
う
少
し
残
務
に
つ
き
彼
れ
此
れ
処
理
し
た
い
と
思
つ
て

ゐ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
餘
裕
が
な
く
、
失
礼
し
ま
し
た
。
先
般

福
岡
出
発
の
際
、
大
東
亜
文
庫
並
に
河
村
文
庫
の
書
目
作
成
の
上
御
送
り

す
る
様
に
申
し
な
が
ら
、
遅
延
致
し
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
家
族
移

転
の
際
、
小
生
御
地
に
参
上
の
つ
い
で
に
詳
し
く
説
明
の
上
お
渡
し
し
た

い
と
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
前
記
の
如
く
不
可
能
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、

「
大
東
亜
文
庫
」
の
リ
ス
ト
同
封
仕
り
ま
す
。（
カ
ー
ド
は
小
生
の
手
も
と

に
ご
ざ
い
ま
す
。
此
は
適
当
の
折
御
送
り
し
ま
せ
う
）

笹
月
の
方
よ
り
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
い
よ
〳
〵
地
行
の
土
地
も
今
秋
売

却
に
決
定
し
た
由
で
、
さ
う
な
れ
ば
あ
の
書
庫
の
中
に
あ
る
書
棚
そ
の
他

も
適
宜
移
転
の
要
あ
る
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
体
野
見
山
氏
並
に
笹
月
氏
に
お
話
し
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
し
か
る
べ

く
御
相
談
の
上
お
と
り
計
ひ
願
上
げ
ま
す
。
書
庫
に
今
な
ほ
お
い
て
あ
る

物
の
主
要
な
る
も
の
は
、
（一）
書
棚
、
（二）
大
東
亜
文
庫
、
（三）
そ
の
他
書
籍

少
々
。
（一）
の
書
棚
は
飯
塚
に
運
ぶ
と
し
、
（二）
の
大
東
亜
文
庫
は
あ
の
コ

レ
ク
シ
ヨ
ン
の
蒐
書
目
的
か
ら
見
て
野
見
山
氏
に
保
管
そ
の
他
は
一
任
さ

れ
る
の
が
至
当
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。
同
封
の
大
東
亜
文
庫
の
リ
ス

ト
は
野
見
山
氏
へ
も
御
送
付
申
し
上
げ
ま
し
た
。
河
村
文
庫
並
に
河
村
全

集
資
料
は
野
見
山
笹
月
両
氏
よ
り
地
行
の
土
地
が
売
れ
る
な
れ
ば
、
保
管

に
困
難
な
の
と
、
今
後
の
全
集
の
編
纂
は
主
と
し
て
小
生
に
分
担
し
て
欲

し
い
と
い
ふ
見
地
か
ら
、
小
生
に
保
管
の
責
任
を
持
つ
て
く
れ
と
い
ふ
こ

と
で
、
河
村
の
義
兄
も
そ
の
様
な
意
見
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
拙
宅
の
移
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転
の
荷
物
と
共
に
、
全
部
当
方
で
ひ
き
と
り
、
目
下
、
大
倉
山
の
研
究
所

の
書
庫
に
保
管
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
か
ら
、
御
了
承
願
上
げ
ま
す
。

今
後
斯
道
文
庫
の
再
開
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
再
び
御
送
り
す
る
こ
と
に
し
、

そ
れ
迄
小
生
が
保
管
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。
従
つ
て
河
村
文
庫
・
河
村

全
集
資
料
の
カ
ー
ド
類
一
切
は
小
生
の
手
も
と
に
今
来
て
を
り
ま
す
。
大

体
以
上
の
通
り
で
あ
の
書
庫
内
に
あ
る
細
々
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
出

発
の
際
笹
月
兄
に
話
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
野
見
山
・
笹
月
両
氏
と
し
か

る
べ
く
御
相
談
頂
け
れ
ば
大
体
わ
か
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
な
ほ
不
明
の

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
小
生
宛
御
連
絡
頂
け
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
の
こ

と
は
致
し
ま
す
。
書
庫
内
の
書
棚
は
倉
の
前
の
事
務
室
を
取
り
外
せ
ば
外

に
出
ま
す
。
事
務
室
の
天
上
（
マ
マ
）の

ハ
リ
が
ジ
ヤ
マ
を
し
て
出
な
い
様
で
す
。

最
近
御
上
京
の
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
拙
宅
は
京
浜
内
に
は
珍
ら
し

い
田
舎
で
山
の
林
の
中
の
も
の
淋
し
い
一
軒
家
で
、
横
浜
方
面
を
瞰
下
し

窓
に
富
士
を
眺
め
、
都
塵
を
一
洗
す
る
に
適
し
た
草
屋
で
す
か
ら
、
御
上

京
の
際
は
御
来
駕
賜
は
り
た
く
御
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
乍
末
事
、
吉
鹿

氏
、
浜
野
氏
、
森
口
氏
を
始
め
事
務
課
の
皆
様
方
に
く
れ
〴
〵
も
よ
ろ
し

く
、
御
鳳
声
の
程
御
願
申
し
上
げ
ま
す
。
御
多
用
の
折
柄
く
れ
〴
〵
も
御

自
愛
の
程
祈
念
し
奉
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

取
り
急
ぎ
用
件
の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

	

敬
具

　
　
　
　

十
月
十
三
日
夜	

阿
部
隆
一

　
　

福
井
昌
保
様

追
伸
、
麻
生
文
庫
貴
重
書
目
録
、
も
う
刷
り
上
つ
た
筈
で
す
が
九
大
よ
り

会
社
の
方
へ
と
ゞ
き
ま
し
た
で
せ
う
か
。
小
生
よ
り
部
数
そ
の
他
九
大
の

方
に
依
頼
し
て
あ
る
の
で
す
が
。

七　

阿
部
隆
一
葉
書　

福
井
昌
保
宛　

ペ
ン
書　

昭
和
二
十
六
年
十
月
十

七
日　

消
印
「
26
、
10
、
17
後
０
─
６　

芝
」

（
表
）
福
岡
県
飯
塚
市
立
岩

　
　
　
　

麻
生
鉱
業
株
式
会
社
企
画
室
事
務
課

　
　
　

福
井
昌
保
様

　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
港
北
区
太
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
倉
山
文
化
科
学
研
究
所
気
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
七
日
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（
裏
）

拝
啓　

御
多
忙
中
に
も
拘
は
ら
ず
御
元
気
の
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
先
般
御

送
り
し
ま
し
た
大
東
亜
文
庫
書
目
は
御
受
納
の
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。「
麻

生
文
庫
貴
重
書
目
録
」
は
刷
り
上
つ
た
筈
な
の
に
、
小
生
の
分
を
九
大
よ

り
送
つ
て
来
ま
せ
ん
の
で
、
催
促
し
た
所
、
文
学
部
長
よ
り
会
社
宛
に
送

つ
て
あ
る
か
ら
、
会
社
よ
り
送
る
だ
ら
う
と
い
ふ
様
な
返
事
が
参
り
ま
し

た
が
、
貴
社
へ
は
既
に
と
ゞ
い
て
を
り
ま
せ
う
か
。
実
は
あ
の
目
録
は
三

百
部
き
り
印
刷
せ
ぬ
と
い
ふ
の
を
、
小
生
が
私
有
の
紙
を
五
連
程
寄
附
し

て
、
そ
の
代
り
二
百
部
く
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
五
百
部
刷
つ
た
の
で
、
そ

の
二
百
部
を
小
生
に
九
〇
、
笹
月
宛
に
七
〇
、
会
社
に
二
〇
、
社
長
（
東

京
宛
）
に
五
、
春
日
先
生
五
、
野
見
山
氏
五
と
夫
々
発
送
し
て
く
れ
と
依

頼
し
て
お
い
た
の
を
間
違
ひ
（
マ
マ
）た

様
で
す
。
大
体
旧
文
庫
の
役
員
に
は
社
長

名
儀
で
手
紙
を
添
へ
て
発
送
（
名
簿
は
吉
鹿
氏
に
知
ら
せ
て
あ
り
ま
す
）、

笹
月
の
七
〇
部
は
在
福
の
人
々
に
少
々
配
り
残
り
は
将
来
の
為
に
保
存
、

文
庫
に
縁
の
あ
つ
た
方
々
そ
の
他
の
方
々
へ
は
小
生
か
ら
全
部
配
布
す
る

と
い
ふ
段
取
り
の
予
定
で
し
た
。
大
体
、
九
大
よ
り
間
違
な
く
二
百
部
と
ゞ

い
て
を
り
ま
せ
う
か
。
も
し
と
ゞ
い
て
を
り
ま
す
な
ら
ば
、
御
多
用
中
甚

だ
迷
惑
と
は
存
じ
ま
す
が
、
以
上
の
次
第
で
す
か
ら
、
小
生
に
九
〇
部
早

速
御
送
り
頂
け
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。
な
ほ
笹
月
の
方
へ
七
〇
部
、（
春
日

先
生
、
野
見
山
氏
の
分
を
五
部
共
に
一
緒
で
結
構
計
八
五
部
）
を
好
便
に

託
し
て
文
庫
の
方
へ
お
と
ゞ
け
頂
け
ば
幸
で
す
。
も
し
九
大
よ
り
ま
だ
二

百
部
と
ゞ
け
て
を
ら
ぬ
様
で
し
た
ら
至
急
九
大
の
方
へ
督
促
し
ま
す
か
ら
、

お
し
ら
せ
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
も
し
会
社
の
方
で
廿
部
で
不
足
の
様
で

し
た
ら
、
笹
月
の
分
よ
り
少
し
も
ら
つ
て
下
さ
い
。
九
大
の
方
へ
話
が
徹

底
し
て
ゐ
な
か
つ
た
為
か
、
無
用
の
御
厄
介
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し

く
御
取
り
計
ひ
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
く
れ
〴
〵
も
御
自
愛
専
一
の
程
祈

念
し
奉
り
ま
す
。	

不
尽

　
　

御
依
頼
迄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々

第
二
部　

慶
應
義
塾
寄
贈
寄
託
の
部

一　

阿
部
隆
一
書
簡　

斎
藤
正
宛　

慶
應
義
塾
印
刷
封
筒　

慶
應
義
塾
用

箋
七
枚　

ペ
ン
書　

昭
和
三
十
二
年
十
月
十
六
日　

消
印
「
32
、
10
、
17

後（
？
）６

─
12　

高
輪
」

（
封
筒
表
）
福
岡
県
飯
塚
市
立
岩

　
　
　
　
　
　

麻
生
産
業
株
式
会
社
企
画
室
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斎
藤
正
様

　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
依
頼
）

（
封
筒
裏
）
慶
應
義
塾
住
所
記
名
印
刷
に
「
十
月
十
六
日
」「
阿
部
隆
一
」

「
自
宅
横
浜
市
港
北
区
太
尾
四
〇
六
」
と
書
入

拝
啓　

益
々
御
健
祥
の
段
賀
し
上
げ
ま
す
。
唐
突
に
書
面
を
呈
し
ま
す
失

礼
の
段
御
寛
恕
の
程
願
上
げ
ま
す
。
或
は
小
生
御
社
に
御
厄
介
に
な
つ
て

ゐ
ま
し
た
頃
、
貴
面
を
得
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
─
小
生
は
す
ぐ
人

様
の
御
名
前
と
御
顔
を
忘
れ
ま
す
の
で
。

社
長
さ
ん
或
は
吉
鹿
氏
よ
り
既
に
お
聞
き
及
び
の
事
と
存
じ
ま
す
が
、
今

九
大
寄
託
中
の
斯
道
文
庫
蔵
書
を
今
度
当
慶
應
大
学
が
寄
贈
を
頂
き
、
文

庫
を
再
興
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
何
か
と
御

世
話
様
に
な
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
願
上
げ
ま
す
。
慶
應
と

致
し
ま
し
て
は
、
従
来
の
縁
故
上
、
小
生
が
直
接
そ
の
責
任
に
当
る
模
様

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
度
熊
本
県
人
吉
の
方
へ
小
生
調
査
の
為
出
張
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
丁
度
好
便
と
帰
途
御
地
に
立
ち
よ
つ
て
、
来
年
の
計
画
と
打
ち
合

せ
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
又
社
長
さ
ん
か
ら
も
、
貴
殿
と
よ
く
打
ち
合
せ

る
様
に
と
の
御
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
多
忙
中
甚
だ
恐
縮
で
す
が
、

色
々
御
依
頼
致
し
た
い
こ
と
ご
ざ
い
ま
す
の
で
左
に
記
し
ま
す
。
そ
の
前

に
今
回
の
小
生
の
日
程
を
記
し
ま
す
。

十
月
廿
二
日
特
急
あ
さ
か
ぜ
出
発
、
博
多
で
す
ぐ
急
行
桜
島
に
乗
り
か
へ

て
人
吉
に
直
行
廿
六
日
迄
人
吉
、
廿
六
日
午
后
人
吉
発
、
同
日
急
行
霧
島

で
博
多
着
一
九
時
三
十
六
分
。
卅
日
迄
福
岡
滞
在
、
同
日
夕
特
急
で
帰
京

の
予
定
で
す
。

今
度
の
御
地
で
の
主
な
用
件
は
、
来
年
の
文
庫
蔵
書
輸
送
に
つ
き
ま
し
て

の
、
費
用
の
概
算
見
積
り
の
作
成
、
そ
の
手
配
等
を
考
へ
る
こ
と
で
す
。

九
大
へ
の
正
式
な
申
し
入
れ
は
、
来
春
吉
鹿
氏
帰
国
の
上
で
な
し
ま
す
が
、

大
学
の
予
算
の
編
成
上
、
特
に
新
規
臨
事
の
予
算
は
今
年
中
に
資
料
を
提

出
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
大
体
の
見
つ
も
り
の
資
料
を
得
た
く
、
今

回
小
生
が
御
地
に
伺
ふ
次
第
で
す
。
た
ゞ
九
大
へ
は
都
合
上
気
づ
か
れ
ぬ

様
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
此
の
点
社
長
さ
ん
が
特
に
懸
念
し
て
を
ら
れ
ま

す
。
先
づ
御
依
頼
し
た
い
こ
と
は
、

（一）
輸
送
の
手
配
と
総
経
費
等
は
小
生
で
は
見
当
致
し
か
ね
ま
す
。
そ
れ
で
、

ど
う
せ
「
日
通
」
の
方
へ
依
頼
し
ま
す
か
ら
、
日
通
の
そ
の
方
の
ヴ
エ
テ

ラ
ン
に
小
生
に
同
道
し
て
頂
き
、
九
大
へ
参
り
、
一
応
見
て
見
積
り
を
依

頼
し
た
い
の
で
す
。
九
大
へ
は
小
生
の
知
人
で
本
好
き
な
の
で
つ
れ
て
来

た
と
言
つ
て
を
き
ま
す
。
御
社
で
は
日
通
と
も
取
引
上
御
関
係
が
深
い
で
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せ
う
か
ら
、
日
通
の
福
岡
支
店
の
方
の
ど
な
た
か
、
特
に
口
の
堅
い
信
頼

で
き
る
人
を
指
定
し
て
お
い
て
頂
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
当
方
と
は
遠
く

は
な
れ
て
を
り
ま
す
し
、
な
る
べ
く
九
大
の
迷
惑
に
は
な
ら
ぬ
様
に
す
ば

や
く
、
輸
送
を
致
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
人
夫
そ
の
他
一
切
日
通
に

委
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。
計
画
の
立
て
方
経
費
の
計
算
等
概
畧
に

せ
よ
、
相
当
面
倒
だ
と
思
ひ
ま
す
。
で
き
得
れ
ば
小
生
御
地
滞
在
中
に
全

て
き
め
て
帰
京
し
た
い
と
存
じ
、
な
る
べ
く
早
く
日
通
の
方
と
打
ち
合
せ

の
上
、
九
大
に
参
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
廿
七
日
は
日
曜
で
、
ど
こ
も
お

休
み
で
す
か
ら
、
廿
八
日
（
月
曜
）
午
前
に
御
指
定
頂
い
た
日
通
の
方
と
、

御
社
の
福
岡
支
店
で
で
も
お
め
に
か
ゝ
つ
た
上
で
、
九
大
に
同
道
願
ひ
（
マ
マ
）れ

ば
小
生
と
し
て
は
甚
だ
好
都
合
で
す
。
な
ほ
此
は
御
多
忙
中
恐
縮
で
す
が
、

貴
殿
に
も
そ
の
際
お
め
に
か
ゝ
れ
ゝ
ば
至
幸
こ
の
上
あ
り
ま
せ
ん
。
委
細

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
御
面
晤
の
際
に
譲
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（二）
書
棚
の
件
。
文
庫
の
書
架
、
こ
れ
は
当
時
既
に
不
足
し
て
を
り
非
常

に
無
理
な
並
べ
方
を
し
て
を
り
、
今
度
相
当
数
新
に
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と

思
つ
て
ゐ
ま
す
。
当
方
と
し
て
は
、
本
の
到
着
前
に
必
要
数
の
書
架
を
用

意
し
て
を
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
予
定
を
立
て
た
い
と
思
ふ
の

で
す
。
御
承
知
の
通
り
、
九
大
に
あ
づ
け
て
あ
る
書
架
は
す
ぐ
わ
か
り
ま

す
か
ら
問
題
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
九
大
に
あ
づ
け
な
い
で
残
し
た
書
架
は
（Ⅰ）

は
あ
の
地
行
の
書
庫
に
そ
の
ま
ゝ
置
き
、
数
量
は
明
細
を
記
し
た
も
の
を

企
画
室
の
方
へ
お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
但
し
、
あ
の
地
行
の
土
地
を
売

却
し
た
際
、
書
庫
内
の
物
品
を
ど
う
ど
こ
に
移
し
た
か
は
小
生
は
既
に
上

京
後
の
こ
と
で
す
か
ら
、
全
然
知
り
ま
せ
ん
。
（Ⅱ）
、
社
長
さ
ん
の
御
本

家
に
置
い
て
あ
つ
た
本
の
書
架
は
、
本
を
九
大
へ
移
し
て
か
ら
、
一
部
は

麻
生
塾
へ
ど
う
せ
あ
い
て
ゐ
る
か
ら
お
使
ひ
な
さ
い
と
渡
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
全
部
は
ど
う
し
た
か
は
今
小
生
の
記
憶
が
ぼ
ん
や
り
と
し
て
ゐ

ま
す
。
社
長
さ
ん
か
ら
、
書
架
も
あ
い
て
ゐ
る
の
は
寄
贈
し
て
下
さ
る
と

い
ふ
御
話
で
す
か
ら
、
書
架
が
ど
の
位
今
残
つ
て
ゐ
る
か
一
応
お
調
べ
頂

き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

（三）
九
大
へ
の
寄
託
契
約
書
の
写
し
を
一
通
、
全
文
写
し
が
御
面
倒
で
し

た
ら
、
寄
託
の
日
付
け
（
契
約
が
実
効
を
生
ず
る
と
い
ふ
附
属
文
書
の
日

附
と
も
）
だ
け
で
も
結
構
で
す
が
、
見
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
し
当
つ
て
、
御
手
配
を
煩
は
し
た
い
と
（
マ
マ
）点

は
以
上
で
す
。
そ
の
他
細
い

色
々
な
点
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
此
等
は
全
て
御
拝
眉
の
際
に
譲
る
こ
と
に

致
し
ま
す
。

元
来
は
小
生
飯
塚
の
御
社
の
方
へ
先
に
参
つ
て
打
ち
合
せ
を
な
す
べ
き
が

至
当
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
分
旅
中
日
程
が
つ
ま
り
、
特
に
で
き
る
だ
け

廿
八
日
に
九
大
へ
参
り
例
の
見
積
の
こ
と
を
早
く
す
ま
せ
、
卅
日
の
帰
京
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の
際
ま
で
日
通
に
計
算
を
願
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
、
で
き
得
れ
ば
廿

八
日
午
前
中
に
福
岡
に
於
て
貴
殿
に
お
め
に
か
ゝ
れ
ゝ
ば
と
思
ひ
ま
す
。

お
呼
び
立
て
致
し
恐
縮
で
す
が
、
御
諒
承
下
さ
い
ま
せ
。

或
は
廿
八
日
に
は
日
通
の
方
の
人
の
手
配
の
み
を
し
て
お
い
て
頂
き
、
廿

八
日
の
夕
刻
と
ま
り
が
け
か
か
（
マ
マ
）廿
九
日
に
御
社
に
小
生
が
参
り
、
打
ち
合

せ
を
行
つ
て
も
結
構
で
す
。
で
き
る
だ
け
飯
塚
の
方
へ
も
小
生
参
上
し
た

い
と
は
思
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
。
日
程
の
都
合
つ
け
ば
、（
九
大
で
研
究
発

表
を
し
た
り
そ
の
他
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
、
御
地
に
参
ら
ね
ば

予
定
が
つ
き
か
ね
ま
す
の
で
）
廿
九
日
は
御
社
と
麻
生
塾
の
方
へ
よ
り
た

い
と
は
予
定
し
て
を
り
ま
す
。
御
社
の
方
々
に
久
し
ぶ
り
で
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
の
で
。
福
岡
の
小
生
の
宿
は
大
体
左
の
所
に
し
て

を
き
ま
す
。

　

福
岡
市
鳥
飼
本
町
三
丁
目
一
三
二　

斯
道
寮　

笹
月　

電
④
４
６
５
９

笹
月
の
方
に
、
ハ
ガ
キ
な
り
、
電
話
な
り
で
御
連
絡
下
さ
れ
ば
幸
で
す
。

廿
六
日
の
夜
は
と
り
あ
へ
ず
笹
月
の
方
へ
参
り
ま
す
か
ら
。
或
は
廿
八
日

の
朝
に
で
も
な
ほ
小
生
、
御
社
の
福
岡
支
店
に
電
話
し
ま
す
。

御
多
忙
中
を
も
顧
み
ず
甚
だ
勝
手
な
こ
と
の
み
御
願
致
し
ま
し
た
が
、
何

と
ぞ
よ
ろ
し
く
願
上
げ
ま
す
。
時
節
柄
御
自
愛
専
一
の
程
祈
り
上
げ
ま
す
。

委
細
は
御
拝
眉
の
折
に
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　

十
月
十
六
日	

阿
部
隆
一

　

斉
藤
正
様

　
　
　
　

侍
史

　

追
伸　

お
つ
い
で
の
折
、
御
社
の
柳
さ
ん
、
福
井
さ
ん
、
麻
生
塾
の
奥

園
先
生
に
小
生
西
下
す
る
旨
の
み
お
伝
へ
置
き
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
皆

様
に
く
れ
〴
〵
も
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
下
さ
い
。

二　

阿
部
隆
一
葉
書　

斎
藤
正
宛　

ペ
ン
書　

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
二

日　

消
印
「
32
、
11
、
２
後
６
─
12　

高
輪
」

（
表
）
福
岡
県
飯
塚
市
柏
森

　
　
　
　

麻
生
産
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　

企
画
室

　
　
　
　

斎
藤
正
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
港
北
区
太
尾
四
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

　
　
　
　

十
一
月
二
日
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（
裏
）

拝
啓　

今
回
は
御
多
忙
中
の
処
を
、
わ
ざ
〳
〵
御
出
福
頂
き
ま
し
て
恐
縮

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
通
の
方
か
ら
全
部
輸
送
の
見
積
を
作

つ
て
頂
き
、
そ
の
他
の
こ
と
も
予
定
の
如
く
お
か
げ
様
で
は
か
ど
り
、
帰

京
し
ま
し
た
。
委
細
の
話
は
柳
様
よ
り
お
聞
き
と
り
頂
き
た
く
省
略
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
昨
日
社
長
さ
ん
に
お
め
に
か
ゝ
り
、
事
情
報
告
致
し
て
お

き
ま
し
た
。
な
ほ
御
多
忙
中
御
手
数
を
煩
は
し
恐
縮
で
す
が
、
あ
の
際
お

願
し
ま
し
た
書
架
の
こ
と
の
み
、
御
一
報
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
何
か
と
御
世
話
に
あ
づ
か
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
願
上

げ
ま
す
。

時
節
柄
御
自
愛
専
一
の
程
祈
り
上
げ
ま
す
。

　
　

先
づ
は
乍
略
儀
御
礼
迄
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

三　

斎
藤
正
書
簡
（
控
）　

阿
部
隆
一
宛　

麻
生
産
業
株
式
会
社
便
箋
（
複

写
）　

手
書
き　

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
五
日

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
室
事
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
正

　

阿
部
隆
一
様

拝
啓

貴
翰
難
有
拝
誦
致
し
ま
し
た

先
達
遙
々
九
州
ま
で
御
光
来
頂
き
ま
し
た
の
に
何
の
御
構
ひ
も
致
さ
ず
甚

だ
失
礼
申
し
上
げ
ま
し
た　

御
用
件
も
ど
う
や
ら
無
滞
御
済
ま
せ
に
な
り

ま
し
た
由
安
心
仕
り
ま
し
た

御
依
頼
頂
き
ま
し
た
書
架
調
査
の
件
は
別
紙
〔
後
掲
横
組
参
照
〕
の
通
り

で
御
座
い
ま
す
が
本
家
預
け
の
う
ち
約
二
箇
（
薪
積
み
の
蔭
に
て
一
部
調

査
困
難
な
も
の
も
有
り
ま
し
た
）
を
簡
単
な
修
理
（
弊
社
営
繕
係
に
頼
め

ま
す
）
す
れ
ば
全
部
使
え
ま
す
が
、
麻
生
塾
預
け
の
分
は
一
部
二
段
に
分

割
し
た
も
の
も
あ
り
又
何
れ
も
塾
預
け
の
図
書
保
管
の
た
め
使
用
致
し
て

居
り
ま
す
の
で
塾
長
へ
は
返
却
の
意
思
表
示
は
致
し
て
居
り
ま
せ
ん

結
局
御
送
り
出
来
ま
す
の
は
本
家
預
け
の
分
拾
箇
か
と
存
じ
ま
す
が
御
一

報
賜
は
れ
ば
御
指
定
の
頃
ま
で
に
福
岡
日
通
支
店
ま
で
で
も
御
送
り
致
し

ま
す

今
後
共
何
彼
と
御
世
話
様
に
相
成
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
が
何
卒
宜
敷
く
御

願
ひ
申
し
上
げ
ま
す　

尚
私
方
へ
も
御
役
に
立
つ
こ
と
が
御
座
い
ま
し
た

ら
何
卒
御
遠
慮
無
く
御
申
し
付
け
下
さ
い
ま
せ
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先
づ
は
延
引
致
し
乍
恐
縮
御
依
頼
の
件
御
一
報
申
し
上
げ
ま
す　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

四　

阿
部
隆
一
葉
書　

斎
藤
正
宛　

ペ
ン
書　

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
九

日　

消
印
「
32
、
11
、
11
後
０
─
６　

高
輪
」

（
表
）
福
岡
県
飯
塚
市
柏
の
森

　
　
　
　

麻
生
産
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　

企
画
室
事
務
課

　
　
　
　

斎
藤
正
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
港
北
区
太
尾
四
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

　
　
　

十
一
月
九
日

（
裏
）

拝
復　

御
多
忙
中
の
処
を
、
御
依
頼
の
書
架
の
件
に
つ
き
、
詳
細
な
御
報

告
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
委
細
に
つ
い
て
、
お
か
げ
様
で

判
明
致
し
ま
し
た
。

い
づ
れ
明
年
、
輸
送
の
際
に
、
ど
う
い
ふ
風
に
送
る
か
そ
の
他
が
き
ま
る

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
頃
小
生
前
も
つ
て
御
通
知
す
る
な
り
、
御
地
に
参

上
す
る
こ
と
に
な
ら
う
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
委
細
は
そ
の
節
に
譲
る
こ
と

に
致
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
ま
せ
。
麻

生
塾
に
あ
る
書
架
は
勿
論
塾
の
方
で
使
用
し
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
、
東
京

に
送
る
こ
と
は
不
要
で
す
。

ま
た
色
々
な
こ
と
御
願
致
す
こ
と
に
な
ら
う
と
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

願
上
げ
ま
す
。
乍
末
筆
柳
さ
ん
を
始
め
皆
様
方
に
よ
ろ
し
く
。
時
節
柄
御

自
愛
の
程
願
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

先
づ
は
御
礼
迄　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

五　

阿
部
隆
一
葉
書　

柳
俊
二
宛　

ペ
ン
書　

昭
和
三
十
三
年
一
月
三
日

　

消
印
「
33
、
１
、
３
後
０
─
６　

神
奈
川
」

（
表
）
福
岡
県
飯
塚
市
柏
の
森

　
　
　
　
　

麻
生
産
業

　
　
　
　

柳
俊
二
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
港
北
区
太
尾
四
〇
六
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阿
部
隆
一

　
　
　

一
月
三
日

（
裏
）

御
一
統
様
よ
き
お
正
月
を
お
迎
へ
の
御
事
と
賀
し
上
げ
ま
す
。
廿
九
日
附

御
手
紙
拝
見
。
御
多
忙
中
の
処
万
事
御
手
配
を
煩
は
し
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。

十
七
日
相
談
会
の
件
承
知
致
し
ま
し
た
。
御
指
示
の
通
り
に
参
上
致
し
ま

す
。
今
の
所
、
小
生
の
予
定
と
し
て
は
、
十
四
日
特
急
で
出
発
（
特
急
券

が
と
れ
ゝ
ば
）、
十
五
日
昼
福
岡
着
、
十
六
日
に
で
も
前
以
て
色
々
と
御

相
談
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
御
都
合
の
程
と
場
所
（
飯
塚
福
岡
で
も
結
構
）

と
を
、
笹
月
の
方
に
御
電
話
で
で
も
知
ら
せ
て
お
い
て
頂
け
れ
ば
、
御
指

示
の
通
り
に
致
し
ま
す
。
九
大
と
の
前
に
打
ち
合
せ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

出
発
の
都
合
が
変
更
に
な
れ
ば
お
し
ら
せ
致
し
ま
す
。
大
体
廿
日
か
廿
一

日
に
は
御
地
を
出
発
の
心
算
に
し
て
を
り
ま
す
。
福
岡
県
庁
へ
の
財
団
精

算
届
に
ひ
よ
つ
と
し
た
ら
、
寄
附
先
の
慶
應
の
寄
贈
受
託
の
書
類
等
入
用

か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
小
生
在
福
中
に
、
そ
の
方
面
の
こ
と
も
家
永
（
マ
マ
）氏

そ
の
他
と
相
談
し
て
お
い
た
方
が
よ
ろ
し
き
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
如
何
。

と
も
角
万
事
は
御
拝
眉
の
際
に
。
御
大
事
に
。　　
　
　
　
　
　
　

敬
具

吉
鹿
氏
も
御
帰
国
で
せ
う
。
よ
ろ
し
く
。

＊
表
に
赤
鉛
筆
（
柳
氏
筆
カ
）
で
「
十
六
日
午
前
中
福
岡
支
店
で
阿
部
氏

面
接
」「
十
七
日
正
午
九
大
文
学
部
長
室
」
と
書
入

六　

阿
部
隆
一
葉
書　

斎
藤
正
宛　

ペ
ン
書　

昭
和
三
十
三
年
四
月
十
九

日　

消
印
「
33
、
４
、
21
前
３
─
12　

神
奈
川
」

（
表
）
福
岡
県
飯
塚
市
柏
森

　
　
　
　
　

麻
生
産
業
株
式
会
社
事
務
課

　
　
　
　

斎
藤
正
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
港
北
区
太
尾
四
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
隆
一

　
　
　

四
月
十
九
日

（
裏
）

拝
啓　

今
回
貴
地
滞
在
中
は
公
私
共
に
な
み
〳
〵
な
ら
ぬ
御
援
助
を
賜
は

り
、
お
か
げ
様
で
任
務
を
完
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
十
三
日
帰
宅
致
し
ま
し
た
が
、
十
四
日
朝
に
は
貨
車
が
到
着
し
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た
と
い
ふ
し
ら
せ
を
受
け
、
直
に
受
け
入
れ
が
始
ま
り
、
目
下
解
梱
書
架

に
配
列
中
で
、
息
つ
く
い
と
ま
も
な
い
有
様
で
す
。
荷
は
何
等
の
損
傷
も

な
く
無
事
安
着
し
ま
し
た
か
ら
、
何
と
ぞ
御
休
神
の
程
願
上
げ
ま
す
。
四

月
中
に
は
、
書
架
に
配
列
し
終
り
、
五
月
初
旬
に
は
麻
生
氏
を
主
賓
と
し

て
パ
ー
テ
イ
を
開
き
、
関
係
者
一
同
に
披
露
の
予
定
で
を
り
ま
す
。
い
づ

れ
、
文
庫
の
件
は
当
方
で
確
定
的
な
こ
と
が
き
ま
り
ま
し
た
ら
、
又
お
し

ら
せ
致
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
願
上
げ
ま
す
。
早
速
お
礼
申
す
べ

き
処
、
あ
わ
た
ゞ
し
き
ま
ゝ
に
と
り
ま
ぎ
れ
失
礼
し
ま
し
た
。
貴
課
の
皆

様
に
く
れ
〴
〵
も
よ
ろ
し
く
。
御
自
愛
祈
り
上
げ
ま
す
。
乍
略
儀
御
礼
迄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

〔
付
記
〕
本
資
料
の
公
表
に
当
っ
て
、
便
宜
を
御
図
り
下
さ
い
ま
し
た
阿

部
隆
一
博
士
の
嗣
子
宇
豆
夫
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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　　　　　　　文庫保管状況　　　　　　　　　　　　　　　　昭32、10、29現在
１、九大寄託図書　　16,649（寄託図書目録による）……冊数換算約7万冊
　　　　斯道文庫　　10,382（　　　〃									）

　　　　
安井文庫　　		1,390（　　　〃									）}斯道文庫所有

　　　　浜野文庫　　		4,877（　　　〃									）麻生太賀吉所有
２、麻生塾寄託図書
　　　　旧笹月文庫
３、その他
　　　　大東亜文庫　　　　　　　　　　　　　　　野見山温保管

（阿部隆一氏の意見によれば、冊数も大したことはなく、野見山氏との因縁浅
からぬものあり、同氏に寄贈され度しとのこと。）

　　　　河村文庫　　　　　　　　　　　　　　　　阿部氏保管
（阿部氏の意見によれば、河村幹雄先生の遺児河村英雄氏に所有権あるも、師
の遺志を継ぎ、今日まで阿部氏が所蔵利用して来たので、今後も自分に一任
あり度いとのこと。）

　　　　　　　斯道文庫清算状況　　　　　　　　　　　　　　昭32、10、29
一、解散決議
　①理事会決議　昭21、5、11　②解散期日　昭21、5、31
　③清算人　　麻生太賀吉、野田勢次郎
二、解散の申請（福岡県知事宛）
　①申請日　昭21、5、27　②許可日　昭21、5、29
三、解散登記　　昭21、5、31
四、清算人届出　昭21、5、31
五、清算報告（財団法人斯道文庫財産清算報告書）
　①届出　　　　昭21、7、31（県庁書庫火災により焼失）
　②理事への決算報告　昭21、8、9
六、その他
斯道文庫解散後の残餘普通財産中の図書（21、5、11現在33,905冊）は「日本文化ノ進
歩発展ニ資スル機関ヲ見出スマデハ、麻生産業（原文では麻生鉱業）株式会社麻生塾
附属図書館ニ於テ責任ヲ以テ保管スルコト」となって居るので、現在九大に寄託中の
同図書を適当な機関へ寄贈等理事会決議の主旨に副う処分を行った場合は、清算人麻
生太賀吉の名に於て、同図書保管監督を委嘱された理事文庫長、清算人野田勢次郎氏
に処分の概要を報告し、同時に県知事宛同報告書を提出する必要あり。

（註）県庁内における斯道文庫解散顚末熟知者は家長氏

阿部隆一氏との寄贈、輸送打合せ概要：─32、10、28
◎九大寄託図書を慶大に寄贈するについてはその大義名分をたてる必要あるため東洋文
化研究所を慶大内に設立して斯道文庫及び麻生文庫をその文献の一部とし、これを麻
生氏斯道文庫と名命（ママ）する案あり。

◎九大図書搬出に際し、図書現物と目録との照合については麻生太賀吉氏より阿部隆一
氏に一任する旨を九大側に通報ありたし。

◎照合費用（帰福中の慶大生をアルバイトさせる予定）及び搬出、輸送費用は慶大持ち
─阿部氏申出で。

◎搬出期間はなるべく春期休暇中に行い度い。
◎書棚は九大寄託中の21ヶのほかに、麻生塾預け分12ヶ（内3ヶ破損）のうち現在使用な
き分及び本家預ヶ分につき箇数、縦横寸法及び段数を阿部氏に通知すること。

◎書棚と一緒に本家預け斯道文庫関係書類（書翰類）を一纏めにして送付され度い。

＊斎藤正氏によると思われるメモ　麻生産業株式会社便箋４枚　ペン書　


